
(57)【要約】

【課題】超音波ビームを大きく偏向した場合に感度が低

下するという問題を解決するための、二次元アレイ探触

子を提供する。

【解決手段】二次元アレイ探触子１において、振動子エ

レメント３０ごとに超音波ビームが拡散するための音響

レンズ５を設け、さらに生体との密着性向上のために、

各音響レンズ間を埋めると共に振動子エレメント群全体

を覆うように保護層を形成する。

【選択図】

図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 診 断 装 置 に 用 い る 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 に お い て 、 各 振 動 子 エ レ メ ン ト が 矩 形 ま た は
円 形 或 い は 六 角 形 の 形 状 を 有 し 、 且 つ 平 面 状 ま た は 凸 面 状 或 い は 凹 面 状 に 各 振 動 子 エ レ メ
ン ト を 二 次 元 的 に 配 置 し 、 且 つ 振 動 子 エ レ メ ン ト ご と に 超 音 波 ビ ー ム を 拡 散 す る 音 響 レ ン
ズ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 音 響 レ ン ズ は 、 振 動 子 エ レ メ ン ト ご と に 個 別 に 形 成 さ れ 、 且 つ 単 一 の 曲 面 ま た は 複 数
の 曲 面 の 集 合 体 で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 音 響 レ ン ズ は 、 振 動 子 エ レ メ ン ト ご と の 音 響 レ ン ズ を 連 結 し て 一 体 形 成 さ れ た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト が 複 数 の 独 立 し た 圧 電 体 に よ っ て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ ま た は 請 求 項 ３ 記 載 の 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
一 枚 の 圧 電 体 に 電 極 パ タ ー ン を 形 成 す る こ と に よ り 、 前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト を 構 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ 記 載 の （ 超 音 波 診 断 装 置 用 ） 二 次 元 ア レ イ 探 触 子
。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 圧 電 体 は 、 単 一 の 圧 電 体 ま た は 複 合 圧 電 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 二
次 元 ア レ イ 探 触 子 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 は 、 二 次 元 配 置 さ れ た 振 動 子 エ レ メ ン ト 群 の 前 面 に 、 各 音 響 レ ン
ズ 間 を 埋 め 且 つ 音 響 レ ン ズ 群 全 体 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ た 保 護 層 を 設 け る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ ま た は 請 求 項 ５ 或 い は 請 求 項 ６
記 載 の 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 ビ ー ム の 指 向 性 を 改 善 し 、 超 音 波 ビ ー ム を 大 き く 偏 向 し た 場 合 で も 、 十
分 な 感 度 を 得 る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 用 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 １ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 超 音 波 を 送 信 す る と 共 に そ の 反 射 エ コ
ー を 受 信 す る 複 数 の 圧 電 体 ２ を 平 面 状 あ る い は 曲 面 状 に 配 置 し 、 各 圧 電 体 ２ の 両 面 に 電 極
３ を 設 け 、 超 音 波 放 射 面 側 の 電 極 の 上 に 音 響 整 合 層 ４ を 形 成 し た 構 造 と な っ て い る 。 ま た
該 電 極 背 面 に バ ッ キ ン グ 材 ６ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 超 音 波 放 射 面 側 に 全 振 動 子 エ レ メ
ン ト を 覆 う よ う に 、 あ る 曲 率 を 持 っ た 音 響 レ ン ズ ５ を 設 け る こ と に よ り 焦 点 形 成 を 行 う 場
合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト が 円 形 で あ る 場 合 、 １ エ レ メ ン ト か ら 放 射 さ れ る 超 音 波 の 強
度 分 布 Ｒ は 、 振 動 子 の 半 径 を ａ 、 放 射 さ れ る 超 音 波 の 波 長 を λ 、 メ イ ン ロ ー ブ の 中 心 か ら
の 方 位 角 を θ 、 Ｊ １ （ ｘ ） を 一 次 ベ ッ セ ル 関 数 と す る と 、 下 記 の 式 （ １ ） お よ び （ ２ ） に
よ っ て 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】

10

20

30

40

(2) JP 2004-23781 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ５ 】
つ ま り 、 振 動 子 エ レ メ ン ト か ら 放 射 さ れ る 超 音 波 ビ ー ム は 図 ２ に 示 す よ う な 指 向 性 を 有 す
る 。 ま た 、 従 来 の 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 は 、 前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト を 二 次 元 的 に 配 列 し て 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 述 し た 従 来 の 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 に お い て 、 各 振 動 子 か ら 超 音 波 を 送 受 信 す る 際 に 、 位
相 差 を 制 御 す る こ と に よ り 超 音 波 ビ ー ム を 偏 向 す る （ ス テ ア リ ン グ 、 フ ォ ー カ シ ン グ ） こ
と が 通 常 行 わ れ る 。 こ の 場 合 、 各 振 動 子 エ レ メ ン ト か ら 放 射 さ れ る 超 音 波 ビ ー ム が 図 ２ に
示 す よ う に θ が 大 き く な る ほ ど メ イ ン ロ ー ブ ２ ０ の 強 度 が 低 下 す る と い う 指 向 性 を 有 す る
た め に 、 前 記 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 偏 向 角 が 大 き い 領 域 で は 感 度 が
低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な 領 域 で 十 分 な 感 度 を 得 る 方 法 と し て 、 前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト の 半 径 ａ を 小 さ く
す る こ と に よ り 超 音 波 ビ ー ム を 無 指 向 性 に 近 づ け る こ と が 考 え ら れ る が 、 超 音 波 の 周 波 数
が 高 く な る ほ ど 微 細 加 工 が 要 求 さ れ る た め 現 実 的 に は 製 造 上 困 難 が 伴 っ て く る と い う 問 題
が 生 じ る 。 一 方 、 振 動 子 エ レ メ ン ト を 小 さ く す る ほ ど 超 音 波 の 出 力 強 度 が 低 下 す る た め 反
射 超 音 波 の 信 号 対 雑 音 比 が 低 下 す る と い う 問 題 も 生 ず る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 振 動 子 エ レ メ ン ト を そ れ ほ ど 小 さ く す る こ と な く 、 放 射 超 音 波 ビ ー ム
の 指 向 性 を 向 上 す る こ と に よ り 、 偏 向 角 が 大 き い 領 域 で も 十 分 な 感 度 を 得 る こ と の で き る
超 音 波 診 断 装 置 用 の 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 矩 形 ま た は 円 形 或 い は 六 角 形 の 形 状 を 有 す る 上
記 振 動 子 エ レ メ ン ト を 、 平 面 状 ま た は 凸 面 状 或 い は 凹 面 状 に 二 次 元 配 置 し 、 上 記 振 動 子 エ
レ メ ン ト ご と に 超 音 波 ビ ー ム を 拡 散 す る 音 響 レ ン ズ を 設 け る こ と に よ り 、 各 エ レ メ ン ト を
そ れ ほ ど 小 さ く し な く て も 超 音 波 ビ ー ム の 指 向 性 を 向 上 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 音 響 レ ン ズ は 、 振 動 子 エ レ メ ン ト ご と に 個 別 に 形 成 さ れ 、 且 つ 単 一 の 曲 面 ま た は 複 数
の 曲 面 の 集 合 体 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 前 記 音 響 レ ン ズ は 、 振 動 子 エ レ メ ン ト ご と の 音 響 レ ン ズ を 連 結 し て 一 体 形 成 さ れ た
構 造 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 は 、 複 数 の 独 立 し た 圧 電 体 に よ っ て 振 動 子 エ レ メ ン ト を 構 成 す る
か 若 し く は 一 枚 の 圧 電 体 に 電 極 パ タ ー ン を 形 成 す る こ と に よ っ て 振 動 子 エ レ メ ン ト を 構 成
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 圧 電 体 は 単 一 の 圧 電 体 ま た は 複 合 圧 電 体 を 用 い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 に お い て 、 各 音 響 レ ン ズ 間 を 埋 め 且 つ 音 響 レ ン ズ 群 全 体 ま た は 音
響 レ ン ズ 集 合 体 全 体 を 覆 う よ う に 保 護 層 を 設 け る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
【 作 用 】
上 記 構 成 を 有 す る 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 は 、 振 動 子 エ レ メ ン ト ご と に 超 音 波 ビ ー ム を 拡 散 す
る た め の 音 響 レ ン ズ を 設 け る こ と に よ り 、 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ の 幅 が 広 が り 指 向
性 を 向 上 す る こ と が で き る た め 、 電 子 ス キ ャ ン に お い て 偏 向 角 を 大 き く し た 場 合 で も 十 分
な 感 度 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） お
よ び （ ｃ ） は 本 発 明 の 振 動 子 エ レ メ ン ト ３ ０ を 上 か ら 見 た 図 で あ り 、 そ れ ぞ れ 矩 形 、 円 形
お よ び 六 角 形 の 形 状 を 有 し て い る 。 ま た 、 図 ３ （ ｄ ） お よ び （ ｅ ） は 本 発 明 の 振 動 子 エ レ
メ ン ト ３ ０ を 横 か ら 見 た 図 で あ り 、 圧 電 体 ２ の 上 下 両 面 に 電 極 ３ を 設 け 、 前 記 電 極 の 片 側
に 超 音 波 の 背 面 放 射 を 吸 収 す る た め の バ ッ キ ン グ 材 ６ を 配 し 、 さ ら に 超 音 波 放 射 面 の 電 極
の 前 に は 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス マ ッ チ ン グ の た め の 音 響 整 合 層 ４ を 形 成 し 、 前 記 音 響 整 合 層
の 前 に 超 音 波 ビ ー ム を 拡 散 す る た め の 音 響 レ ン ズ ５ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ の （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） は 本 発 明 の 前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト を 二 次 元 配
置 す る 実 施 例 を 示 し て い る 。 図 １ （ ａ ） は 図 ３ の 矩 形 振 動 子 エ レ メ ン ト を 二 次 元 配 置 す る
実 施 例 で あ り 、 （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） は 円 形 振 動 子 エ レ メ ン ト を 二 次 元 配 置 す る 実 施 例 で あ
る 。 さ ら に 図 １ の （ ｄ ） は 六 角 形 振 動 子 エ レ メ ン ト を 二 次 元 配 置 す る 実 施 例 を 示 し て い る
。 （ ａ ） 、 （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） は 面 積 効 率 が 高 い 配 置 で あ り 、 （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 直 交
配 置 で あ る 。 そ の 他 の 配 置 方 法 も 考 え ら れ る が 、 一 般 的 に 各 エ レ メ ン ト の 間 隔 が 密 で 、 エ
レ メ ン ト 数 を 多 く し た ほ う が 指 向 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ （ ｅ ） お よ び （ ｆ ） は 本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 で あ り 、 前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト を 二 次 元
配 置 し て 構 成 し た 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 を 横 か ら 見 た 断 面 図 を 示 す 。 振 動 子 エ レ メ ン ト ３ ０
を 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） な ど の よ う に 二 次 元 配 列 し 、 そ の 超 音 波 ビ ー
ム の 放 射 面 側 全 体 に 、 生 体 と の 密 着 性 向 上 と 保 護 を 目 的 と し た 保 護 層 ４ ０ を 設 け る 。 該 保
護 層 は 音 速 お よ び 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス と も 生 体 に 近 い 材 料 を 用 い て 、 複 数 の 前 記 音 響 レ ン
ズ の 先 端 が 成 す 面 に ほ ぼ 平 行 あ る い は 生 体 に 合 わ せ た 形 状 と な る よ う に 形 成 す る 。 ま た 端
部 は 生 体 密 着 性 を 向 上 す る た め に 滑 ら か な 形 状 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 音 響 レ ン ズ ５ 内 の 音 速 値 が 前 記 保 護 層 ４ ０ 内 の 音 速 値 と 比 較 し て 速 い 材 料 を 使 用 す る
場 合 は 、 図 ３ （ ｄ ） お よ び 図 １ （ ｅ ） に 示 す よ う に 音 響 レ ン ズ を 凸 面 状 に 形 成 す る こ と に
よ り 超 音 波 ビ ー ム を 拡 散 す る こ と が で き る 。 逆 に 音 速 値 が 遅 い 材 質 を 用 い る 場 合 に は 、 図
３ （ ｅ ） お よ び 図 １ （ ｆ ） に 示 す よ う に 音 響 レ ン ズ を 凹 面 状 に 形 成 す る こ と に よ り 超 音 波
ビ ー ム を 拡 散 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ５ は 本 発 明 の 第 二 の 実 施 例 を 示 し て い る 。 図 ５ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 振 動
子 エ レ メ ン ト ３ ０ は 、 圧 電 体 ２ の 上 下 両 面 に 電 極 ３ を 設 け 、 超 音 波 放 射 面 の 電 極 の 前 に は
音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス マ ッ チ ン グ の た め の 音 響 整 合 層 ４ を 形 成 し 、 前 記 音 響 整 合 層 の 前 に 超
音 波 ビ ー ム を 拡 散 す る た め の 音 響 レ ン ズ ５ を 設 け て い る 。 図 ５ （ ｃ ） 、 （ ｄ ） お よ び （ ｅ
） は 前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト ３ ０ を 二 次 元 配 置 し て 成 る 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 の 実 施 例 を 横 か
ら 見 た 断 面 図 を 示 し て い る 。 図 ５ （ ｃ ） で は 平 面 の バ ッ キ ン グ 材 ６ を 形 成 し 、 そ の 上 に 前
記 振 動 子 エ レ メ ン ト ３ ０ を 二 次 元 配 置 し て い る 。 図 ５ （ ｄ ） で は あ る 曲 率 で バ ッ キ ン グ 材
６ を 形 成 し 、 そ の 凹 面 側 に 前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト ３ ０ を 二 次 元 配 置 し て い る 。 さ ら に 図 ５
（ ｅ ） で は 凸 面 状 に バ ッ キ ン グ 材 ６ を 形 成 し 、 そ の 上 に 前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト ３ ０ を 二 次
元 配 置 し て い る 。 図 ５ （ ｃ ） 、 （ ｄ ） お よ び （ ｅ ） の 超 音 波 ビ ー ム 放 射 面 側 に は 、 二 次 元
ア レ イ 全 体 を 覆 う よ う に 保 護 層 ４ ０ を 形 成 す る 。 該 保 護 層 の 表 面 形 状 は 超 音 波 ビ ー ム の 放
射 方 向 と 直 交 す る よ う に 形 成 さ れ る か 若 し く は 生 体 の 形 状 に 合 わ せ た 形 状 に 形 成 さ れ 、 端
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部 は 生 体 と の 密 着 性 を 向 上 す る た め に 滑 ら か な 形 状 と す る 。 図 ５ （ ｃ ） 、 （ ｄ ） お よ び （
ｅ ） は 凸 状 音 響 レ ン ズ を 用 い た （ ａ ） の 振 動 子 エ レ メ ン ト で 構 成 さ れ て い る が 、 凹 状 音 響
レ ン ズ を 用 い た （ ｂ ） の 振 動 子 エ レ メ ン ト で 構 成 し て も よ い 。 ま た 、 振 動 子 エ レ メ ン ト の
二 次 元 配 置 の 方 法 は 、 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 、 （ ｄ ） ま た は そ の 他 の 如 何 な る 配 置
を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ６ は 前 記 音 響 レ ン ズ の 具 体 的 な 形 状 の 例 を 示 す 。 図 ６ （ ａ ） は 前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト ご
と に 設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ ５ が 、 単 一 の 曲 面 か ら 形 成 さ れ る 例 で あ る 。 図 ６ （ ｂ ） は 前 記
振 動 子 エ レ メ ン ト ご と に 設 け ら れ る 音 響 レ ン ズ ５ が 、 複 数 の 曲 面 の 集 合 体 で 形 成 さ れ る 例
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ６ （ ａ ） の 音 響 レ ン ズ ５ の 場 合 、 前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト ご と に 放 射 さ れ る 超 音 波 ビ ー ム
の 進 行 方 向 は ６ ０ の 方 向 に 均 等 に 拡 散 す る た め 、 各 音 響 レ ン ズ に 対 し て 波 面 が 球 面 状 と な
る 。 一 方 、 図 ６ （ ｂ ） の 音 響 レ ン ズ ５ の 場 合 は 、 前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト ご と に 音 響 レ ン ズ
が 複 数 の 微 小 曲 面 で 構 成 さ れ て お り 、 超 音 波 ビ ー ム は 該 微 小 曲 面 か ら 均 等 に 拡 散 す る た め
、 前 記 振 動 子 エ レ メ ン ト か ら 放 射 さ れ る 超 音 波 ビ ー ム の 進 行 方 向 は ６ ０ ’ で あ り 、 前 記 振
動 子 エ レ メ ン ト の 波 面 は 中 央 が 平 面 波 、 周 辺 部 は 曲 面 状 と な る 。 第 一 お よ び 第 二 の 実 施 例
に お い て は 、 図 ６ に 示 す 何 れ の 形 状 の 音 響 レ ン ズ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ７ は 前 記 音 響 レ ン ズ を 一 体 形 成 す る 場 合 の 第 三 の 実 施 例 を 示 す 。 図 ７ （ ａ ） は 図 ６ （ ａ
） の 音 響 レ ン ズ を 二 次 元 的 に 連 結 し て 一 体 形 成 し た 音 響 レ ン ズ 集 合 体 ７ ０ を 用 い た 本 発 明
の 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 に お け る 実 施 例 を 横 か ら 見 た 断 面 図 で あ り 、 図 ７ （ ｂ ） は 図 ６ （ ｂ
） の 音 響 レ ン ズ を 二 次 元 的 に 連 結 し て 一 体 形 成 し た 音 響 レ ン ズ 集 合 体 ７ ０ を 用 い た 本 発 明
の 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 に お け る 実 施 例 を 横 か ら 見 た 断 面 図 で あ る 。 図 ７ の 実 施 例 で は 二 次
元 配 置 さ れ た 複 数 の 振 動 子 エ レ メ ン ト ３ ０ と 同 じ 位 置 に そ れ ぞ れ 音 響 レ ン ズ ５ が 配 置 さ れ
る よ う に 音 響 レ ン ズ 集 合 体 ７ ０ が 形 成 さ れ て い る た め 、 第 一 お よ び 第 二 の 実 施 例 の よ う に
音 響 レ ン ズ を 振 動 子 エ レ メ ン ト ご と に 個 別 に 配 置 す る 場 合 と 同 一 の 効 果 が 得 ら れ る 。 さ ら
に 本 実 施 例 で は 、 製 造 工 程 上 著 し く 作 業 が 簡 略 化 で き る と い う 利 点 が あ る 。 本 実 施 例 で は
、 振 動 子 エ レ メ ン ト を 二 次 元 配 置 す る 方 法 と し て 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 、 （ ｄ ） ま
た は そ の 他 の 如 何 な る 配 置 を 採 用 し て も よ い 。 ま た 、 図 ５ （ ｃ ） 、 （ ｄ ） お よ び （ ｅ ） に
示 す よ う に 、 平 面 、 凸 面 ま た は 凹 面 状 に 形 成 さ れ た バ ッ キ ン グ 材 の 上 に 振 動 子 エ レ メ ン ト
を 並 べ る 方 法 を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ こ で 、 第 一 、 第 二 お よ び 第 三 の 実 施 例 に お い て は 、 複 数 の 独 立 し た ア レ イ 状 圧 電 体 を 集
め て 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 が 形 成 さ れ て い る が 、 図 ８ に 示 す 第 四 の 実 施 例 の よ う に 一 枚 の 圧
電 体 ２ の 両 面 に ア レ イ 状 電 極 パ タ ー ン ８ ０ を 形 成 す る 方 法 を 用 い て も よ い 。 図 ８ （ ａ ） お
よ び （ ｂ ） に お い て 圧 電 体 ２ の 超 音 波 放 射 面 側 全 面 に 共 通 電 極 を 形 成 し 、 そ の 逆 面 に は ア
レ イ 状 電 極 パ タ ー ン を 形 成 す る 。 図 ８ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 記 共 通 電 極 側 に 整 合 層 ４ を
設 け 、 そ の 上 に 前 記 音 響 レ ン ズ ま た は 音 響 レ ン ズ 集 合 体 ７ ０ を 形 成 し 、 さ ら に そ の 上 に 保
護 層 ４ ０ を 設 け る 。 ま た 、 ア レ イ 状 電 極 パ タ ー ン 側 に は バ ッ キ ン グ 材 ６ を 配 置 す る 。 本 実
施 例 は 、 複 数 の 独 立 し た 振 動 子 エ レ メ ン ト を 集 め て 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 を 形 成 す る 第 一 、
第 二 お よ び 第 三 の 実 施 例 と 同 一 の 作 用 を も た ら す 。 さ ら に 第 一 、 第 二 お よ び 第 三 の 実 施 例
と 比 較 し て 、 製 造 工 程 上 の 位 置 決 め 作 業 が 容 易 で あ る 。 本 実 施 例 に お い て 、 振 動 モ ー ド の
厚 み 振 動 成 分 が 大 き く 横 振 動 成 分 が 少 な い ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン （ Ｐ Ｖ Ｄ Ｆ ） や チ タ ン 酸
鉛 （ Ｐ Ｔ ） な ど の 圧 電 体 を 用 い る こ と が 望 ま し い 。 本 実 施 例 に お い て は 、 振 動 子 エ レ メ ン
ト を 二 次 元 配 置 す る 方 法 と し て 、 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 、 （ ｄ ） ま た は そ の 他 の 如
何 な る 配 置 を 採 用 し て も よ い 。 ま た 、 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 全 体 の 形 状 が 図 ８ （ ｃ ） に 示 す
よ う な 平 面 で あ る の み で な く 、 凸 面 或 い は 凹 面 で あ っ て も よ い 。 さ ら に ア レ イ 状 電 極 パ タ
ー ン の 形 状 は 、 図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） ま た は そ の 他 の 如 何 な る 形 状 で も よ く 、 そ の
配 置 は 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 、 （ ｄ ） ま た は そ の 他 の 如 何 な る 配 置 方 法 を 採 用 し て
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も よ い 。 ま た 本 実 施 例 に お け る 音 響 レ ン ズ の 構 成 は 第 一 、 第 二 お よ び 第 三 の 実 施 例 で 記 載
し た 如 何 な る 構 成 を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ９ は 複 合 圧 電 体 を 用 い て 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 を 構 成 し た 本 発 明 に お け る 第 五 の 実 施 例 を
示 す 。 図 ９ （ ａ ） の 複 合 圧 電 体 ９ ０ の 超 音 波 放 射 面 側 全 面 に 図 ９ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） に 示 す よ
う に 共 通 電 極 ８ １ を 形 成 し 、 そ の 逆 面 に は ア レ イ 状 電 極 パ タ ー ン ８ ０ を 形 成 す る 。 図 ９ （
ｄ ） に 示 す よ う に 、 前 記 共 通 電 極 側 に 音 響 整 合 層 ４ を 設 け 、 そ の 上 に 前 記 音 響 レ ン ズ ま た
は 音 響 レ ン ズ 集 合 体 ７ ０ を 形 成 し 、 さ ら に そ の 上 に 保 護 層 ４ ０ を 設 け る 。 ま た 、 ア レ イ 状
電 極 パ タ ー ン 側 に は バ ッ キ ン グ 材 ６ を 配 置 す る 。 本 実 施 例 に お い て 複 合 圧 電 体 を 用 い る こ
と に よ り 、 隣 接 す る エ レ メ ン ト 同 士 の 影 響 を 低 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。 本 実 施 例 に お い
て は 、 振 動 子 エ レ メ ン ト を 二 次 元 配 置 す る 方 法 と し て 、 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 、 （
ｄ ） ま た は そ の 他 の 如 何 な る 配 置 を 採 用 し て も よ い 。 ま た 、 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 全 体 の 形
状 が 図 ９ （ ｄ ） に 示 す よ う な 平 面 で あ る の み で な く 、 凸 面 或 い は 凹 面 で あ っ て も よ い 。 さ
ら に ア レ イ 状 電 極 パ タ ー ン の 形 状 は 、 図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） ま た は そ の 他 の 如 何 な
る 形 状 で も よ く 、 そ の 配 置 は 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 、 （ ｄ ） ま た は そ の 他 の 如 何 な
る 配 置 方 法 を 採 用 し て も よ い 。 ま た 本 実 施 例 に お け る 音 響 レ ン ズ の 構 成 は 第 一 、 第 二 お よ
び 第 三 の 実 施 例 で 記 載 し た 如 何 な る 構 成 を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 に 用 い る 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 に お い て 、 振 動 子 エ レ メ ン ト
ご と に 超 音 波 ビ ー ム を 拡 散 す る た め の 音 響 レ ン ズ を 設 け る こ と に よ り 、 そ れ ほ ど 各 振 動 子
エ レ メ ン ト を 小 さ く し な く て も 放 射 超 音 波 の 指 向 性 を 向 上 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 超
音 波 ビ ー ム の 偏 向 角 が 大 き い 領 域 で 感 度 が 低 下 す る と い う 問 題 を 解 決 す る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 振 動 子 エ レ メ ン ト の 並 べ 方 と 第 一 の 実 施 例 に お け る 二 次 元 ア レ イ 探 触 子
を 横 か ら 見 た 断 面 図
【 図 ２ 】 円 形 振 動 素 子 か ら 放 射 さ れ る 超 音 波 の 指 向 性
【 図 ３ 】 本 発 明 の 各 振 動 子 エ レ メ ン ト の 形 状 と 構 造 を 示 す 図
【 図 ４ 】 従 来 の 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 の 例
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 例 に お け る 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 を 横 か ら 見 た 断 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に お け る 音 響 レ ン ズ と 音 響 レ ン ズ を 通 過 す る 超 音 波 ビ ー ム の 進 行 方 向 と 波
面 を 説 明 す る 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 三 の 実 施 例 に お け る 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 を 横 か ら 見 た 断 面 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 四 の 実 施 例 に お け る 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 の 構 造 を 説 明 す る 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 五 の 実 施 例 に お け る 二 次 元 ア レ イ 探 触 子 の 構 造 を 説 明 す る 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 二 次 元 ア レ イ 探 触 子
２ 　 圧 電 体
３ 　 電 極
４ 　 音 響 整 合 層
５ 　 音 響 レ ン ズ
６ 　 バ ッ キ ン グ 材
２ ０ 　 メ イ ン ロ ー ブ
２ １ 　 サ イ ド ロ ー ブ
３ ０ 　 振 動 子 エ レ メ ン ト
４ ０ 　 保 護 層
６ ０ 、 ６ ０ ’ 　 超 音 波 ビ ー ム 進 行 方 向
６ １ 、 ６ １ ’ 　 波 面
７ ０ 　 音 響 レ ン ズ 集 合 体
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８ ０ 　 ア レ イ 状 電 極 パ タ ー ン
８ １ 　 共 通 電 極
９ ０ 　 複 合 圧 電 体

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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